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このたびは、トヨタ純正｢バックブザー｣をお買いあげいただきありがとうございました。

本書は、｢バックブザー｣の取り付け要領について記載してあります。

取り付け前に必ずお読みいただき、正しい取り付けをしてください。

　　　　　※ 夜間消音機構付き

品　　番

086A2-52010

取付要領書

品番

構成部品

No 品　　　名 個数

1 本体 1

2 ボルト（M8× 20） 1

3 ナット（M8） 1

4 ワイヤーハーネス No.1 1

5 ワイヤーハーネス No.2 1

6 サブハーネス 1

7 パッキン 12

8 保護シート 5

9 ブチルテープ 1

10 バンドクランプ 5

068787-0281
（JPZ100269J）
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１．本製品を取り付ける前に車両各部の点検を行い、正常に作動することを確認してください。

２．本文中の取り付け上の 、 、 は、必ず取り付けに反映させて作業を行ってく

ださい。

３．車両部品の取りはずしに際して、タッピングスクリューやボルト、ナット類の紛失や混乱がないように

部品ごとに整理して、復元する際に間違えないよう配慮してください。また、傷を付けたりしないよう

に取り扱いに注意して作業を行ってください。

４．本書で指示した以外の車両部品を取りはずさないでください。

５．バッテリー復元作業終了後に、車両機能部品の初期化が必要な部品がありますので、必ず初期化作業を

行ってください。

６．貼り付け面に油脂分や汚れが付いている場合、脱落や剥がれの原因になりますので、脱脂剤などで十分

に拭き取り脱脂してください。

７．脱脂剤などを使用する場合、火気に十分注意してください。

記載事項を守らないと生命にかかわるような重大な傷害、事故につながるおそれが
あることを表します。

記載事項を守らないと、傷害、事故につながるおそれがあることを表します。
車両や製品の故障、破損を防ぐために守っていただきたいことを表します。

作業をスピーディおよび容易にするための補足説明を表します。

｢前・後・左・右｣ 車両運転状態（運転者が車両前方を見た状態）での向きを表します。

用語の定義

取り付け上の注意事項
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（１）一般工具 （２）トルクレンチ （３）クリップリムーバー

（４）保護テープ （５）ビニールテープ （６）メジャー

（７）カッター （８）はさみ （９）ケブラ手袋

（10）脱脂剤等【イソプロピルアルコール（IPA）純度 100% 推奨】 （11）ウエス

取り付け概要

取り付けに必要な工具
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取り付け要領

１．バッテリーの（－）端子取りはずし

（１）バッテリーカバー（ツメ 6 箇所、ガイド 2

箇所）を取りはずす。

（２）バッテリーの（－）端子をはずす。

バッテリーの（－）端子をはずさずに作業を行

い、ショートした場合、傷害、火災および車両

や製品の故障、破損の原因につながるおそれが

あります。

２．車両部品の取りはずし

< 車室内 >

（１）リヤデッキカバープレート（スクリュー 6

個、ガイド 2 箇所）を取りはずす。

車両に傷が付かないように、左図の位置に保護

テープを貼ってください。

（保護テープを貼らずに作業をした場合、車両に

傷が付くおそれがあります。）

（２）リヤドアスカッフプレート（LH）（ツメ 6 箇

所、ガイド 2 箇所）を取りはずす。

車両に傷が付かないように、左図の位置に保護

テープを貼ってください。

（保護テープを貼らずに作業をした場合、車両に

傷が付くおそれがあります。）
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■除く、リヤシートクッション可動式
の場合

（３）リヤシートクッション（ツメ 4 箇所）を取

りはずす。

（４）フロントフロアカバー（CTR）（ツメ 2 箇所、

ガイド 2 箇所、クリップ 4箇所）を取りは

ずす。

車両に傷が付かないように、左図の位置に保護

テープを貼ってください。

（保護テープを貼らずに作業をした場合、車両に

傷が付くおそれがあります。）



6 JPZ100269J

■リヤシートクッション可動式の場合
（５）リヤシートクッションを取りはずす。

１）レバーを引き上げ、ロックをはずす。

２）リヤシートクッションを車両前方へ起こ

す。

３）リヤシートクッションを持ち上げ、取り

はずす。

（６）フロントフロアカバー（CTR）（クリップ 4

箇所、ガイド 2 箇所）を取りはずす。

車両に傷が付かないように、左図の位置に保護

テープを貼ってください。

（保護テープを貼らずに作業をした場合、車両に

傷が付くおそれがあります。）
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■共通
（７）フロントフロアカバー（LH）（クリップ 4 箇

所、ガイド 1 箇所）を取りはずす。

（８）リヤシートバックを前に倒す。

・つまみを引き上げて、ロックを解除してくださ

い。

・左図は、除く、シートクッション可動式を示し

ますが、シートクッション可動式も同様に作業

を行ってください。

（９）リヤフロアカバー（クリップ 1 箇所）をめ

くる。
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（10）リヤサイドデッキトリムカバー（LH）（ク

リップ 14 箇所）を取りはずす。

車両に傷が付かないように、左図の位置に保護

テープを貼ってください。

（保護テープを貼らずに作業をした場合、車両に

傷が付くおそれがあります。）

（11）バッテリー（＋）端子のカバーをめくり、

バッテリー（＋）端子を取りはずす。

（12）バッテリーステー（ナット 1個、ガイド 1

箇所）を取りはずす。
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（13）ガス抜きホースを取りはずす。

（14）バッテリーを取りはずす。

（15）バッテリーブラケット（ボルト 4 個）を取

りはずす。

復元の際、締め付けトルクを厳守して作業を

行ってください。

14.0 N・m

（16）既設グロメット（再使用）を取りはずす。

既設グロメットは後工程で使用するため、紛失

しないでください。

３．バックブザー本体の取り付け

（１）既設グロメットに切り込みを入れる。

１．切り込み作業をする際、ケブラ手袋を着用

して作業してください。

（ケブラ手袋を着用しないで作業をした場

合、手にけがをするおそれがあります。）

２．既設グロメットの内側の円を超えないよう

に切り込みを入れてください。

（内側の円を超えた場合、製品の故障、破損

につながるおそれがあります。）
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（２）既設グロメットにワイヤーハーネス No.2

（2P、乳白）を通す。

既設グロメットにワイヤーハーネス No.2（2P、

乳白）を通す際、切り込みを広げないようにし

てください。

（切り込みが広がった場合、後工程でブチルテー

プを正しく貼り付けることができません。）

ワイヤーハーネス No.2（2P、乳白）を通す際、

既設グロメットの向きを間違えないようにして

ください。

（３）既設グロメットをワイヤーハーネス No.2 の

ビニールテープ（灰色）に合わせる。

（４）ブチルテープを左図の寸法に従ってカット

する。
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（５）既設グロメットのブチルテープ貼り付け位

置のゴミ、ホコリ、油汚れなどを脱脂剤な

どで十分に脱脂する。

（６）ワイヤーハーネス No.2 カバーを平たくしな

がら、既設グロメットにカットしたブチル

テープを貼り付ける。

・ブチルテープを貼り付ける際、ワイヤーハーネ

ス No.2 カバーの周りにすき間ができないよう

にブチルテープを貼り付けてください。

（ワイヤーハーネスNo.2カバーの周りにすき間

ができた場合、車室内に水が浸入するおそれが

あります。）

・既設グロメットの切り込みを塞ぐように、重ね

てブチルテープを貼り付けてください。

（切り込みを塞がなかった場合、車室内に水が

浸入するおそれがあります。）

（７）ワイヤーハーネス No.2 を左図のように車両

既設穴から車外へ取り廻す。
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（８）車両既設穴に既設グロメットを取り付ける。

・既設グロメットを取り付ける際、ブチルテープ

がはがれないようにしてください。

・既設グロメットが確実にはめ込まれているこ

とを確認してください。

（既設グロメットが確実にはめ込まれていない

場合、車両への水浸入の原因になります。）

（９）本体にワイヤーハーネス No.2（2P、黒）を

接続する。
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（10）上図のように本体をボルト（M8× 20）およびナット（M8）で車両ステーに取り付ける。

締め付けトルクを厳守して作業してください。

11.5 N・m

１．本体を車両フレームに取り付ける際、車両既設穴を間違えないようにしてください。

（車両既設穴を間違えた場合、製品を正しく取り付けることができません。）

２．本体の取り付け角度は地面に対して必ず水平（水平方向より 30° 以内）に取り付けてください。

（上記作業を守らなかった場合、製品の故障、破損につながるおそれがあります。）
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（２）上図の保護シートおよびパッキン貼り付け位置のゴミ、ホコリ、油汚れなどを脱脂剤などで十分に脱脂

する。

（３）保護シート 1 枚をワイヤーハーネス No.2 および車両ボデーに貼り付ける。

（４）ワイヤーハーネス No.2 をパッキン 1 枚で固定する。

４．配線作業

（１）ワイヤーハーネス No.2 を左図のように取り

廻す。

１．ワイヤーハーネス No.2 を固定する際、車両ボデーのリブに沿って固定してください。

（リブに沿っていない場合、車両部品を復元する際、ワイヤハーネス No.2 が噛み込み断線するおそれが

あります。）

２．パッキンおよび保護シートで固定する際、ワイヤーハーネス No.2 を引っ張り過ぎないように作業して

ください。

（ワイヤーハーネス No.2 を引っ張り過ぎた場合、既設グロメットがはずれるおそれがあります。）
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（５）左図のパッキン貼り付け位置のゴミ、ホコ

リ、油汚れなどを脱脂剤などで十分に脱脂

する。

（６）ワイヤーハーネス No.2 を左図のように取り

廻し、パッキン 3枚で固定する。

（７）左図の保護シート貼り付け位置のゴミ、ホ

コリ、油汚れなどを脱脂剤などで十分に脱

脂する。

（８）保護シート 2 枚を車両ボデーに貼り付ける。
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（９）左図のパッキン貼り付け位置のゴミ、ホコ

リ、油汚れなどを脱脂剤などで十分に脱脂

する。

（10）ワイヤーハーネス No.2 を左図のように取り

廻し、パッキン 2 枚で固定する。

（11）ワイヤーハーネス No.1（2P）とワイヤー

ハーネス No.2（2P）を接続する。

（12）ワイヤーハーネス No.1（2P）とワイヤー

ハーネス No.2（2P）の接続部にパッキン 1

枚を巻く。
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（13）ワイヤーハーネス No.1 を左図のように取り

廻す。

（14）ワイヤーハーネス No.1 のヒューズ部にパッ

キン各 1枚を巻く。（2 箇所）

（15）車両コネクター（6P、白）を取りはずす。

（16）車両クリップを車両ボデーから取りはずす。

（17）フューエルリッドオープナーケーブルを車

両クリップから取りはずす。
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（18）車両コネクター（6P、白）から約 100 mm の

位置までハーネスカバーを切り取る。

ハーネスカバーを切り取る際、車両ハーネスを

傷付けないようにしてください。

（車両ハーネスを傷付けた場合、車両ハーネスが

断線するおそれがあります。）

（19）ワイヤーハーネス No.1 にサブハーネスを約

20 mm あまらせた状態で接続する。

（分岐コネクターの接続方法 P18 参照）

（20）あまったサブハーネスを絶縁処理する。

絶縁処理をせずに作業を行い、ショートした場

合、傷害、火災および車両や製品の故障、破損

の原因につながるおそれがあります。

（21）車両コネクター（6P、白）から約 30 mm 離

して、分岐コネクター（線色：黄）を車両

ハーネスのテールランプ信号線（4 番、線

色：桃）に接続する。

（分岐コネクターの接続方法 P18 参照）

（22）パッキン 2 枚を分岐コネクター接続部に巻

く。

線色、位置を確かめたのち接続してください。

特に類似ワイヤーへの接続まちがいのないよう

にしてください。

（線色、位置を誤って接続した場合、車両や製品

の故障、破損につながるおそれがあります。）
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（23）車両コネクター（6P、白）から約 80 mm 離

して、分岐コネクター（線色：桃）を車両

ハーネスのリバース信号線（2 番、線色：

赤）に接続する。

（分岐コネクターの接続方法 P18 参照）

（24）パッキン 1 枚を分岐コネクター接続部に巻

く。

線色、位置を確かめたのち接続してください。

特に類似ワイヤーへの接続まちがいのないよう

にしてください。

（線色、位置を誤って接続した場合、車両や製品

の故障、破損につながるおそれがあります。）

（25）パッキンを巻いた分岐コネクター接続部お

よび車両ハーネスを保護シート 2 枚で包み

込む。

（26）ビニールテープを保護シートを巻いた分岐

コネクター接続部に巻く。（3 箇所）

（27）車両コネクター（6P、白）を元の位置に復

元する。

（28）フューエルリッドオープナーケーブルを元

の位置に復元する。

（29）車両クリップを元の位置に復元する。

リード線が保護シートで覆われていることを確

認してください。

（リード線が保護シートで覆われていない場合、

リード線が車両エッジ部に干渉し、断線するお

それがあります。）



21JPZ100269J

（30）ワイヤーハーネス No.1 のヒューズ部を車両

ハーネスにバンドクランプ 2本で固定する。

バンドクランプで固定する際、フューエルリッ

ドオープナーケーブルに固定しないでくださ

い。

（フューエルリッドオープナーケーブルに固定

した場合、車両の故障、破損につながるおそれ

があります。）

ワイヤーハーネスNo.1 のヒューズ部を車両ハー

ネスに固定してください。

（31）ワイヤーハーネス No.1 およびワイヤーハー

ネス No.2 を車両ハーネスにバンドクランプ

3 本で固定する。

バンドクランプで固定する際、フューエルリッ

ドオープナーケーブルに固定しないでくださ

い。

（フューエルリッドオープナーケーブルに固定

した場合、車両の故障、破損につながるおそれ

があります。）

５．既設グロメットの取り付け確認

１．既設グロメットに貼り付けたブチルテープ

が確実に貼り付けられていることを確認し

てください。

（ブチルテープが確実に貼り付けられていな

い場合、車両への水浸入の原因になります。）

２．既設グロメットが確実にはめ込まれている

ことを確認してください。

（既設グロメットが確実にはめ込まれていな

い場合、車両への水浸入の原因になります。）
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１．取り付けの確認

（１）配線や取り付けに異常がないか点検する。

（２）特に車両ハーネスおよび本体ハーネスを無理に押したり、引っ張ったり、噛み込んだりしていないか点

検する。また部品の締め付け忘れはないかもう一度確認する。

２．作動確認

バッテリーの（－）端子に車両ハーネスを接続し、バックブザーが下記の「作動確認要領」通りに作動する

か確認する。

■作動確認要領

■リヤコンビネーションランプの作動確認

・テールランプの点灯

・ブレーキランプの点灯

・ハザードランプの点灯

・方向指示ランプの点灯

・リバースランプの点灯

最終確認

輪止めにより、車両が動かないようにしてください。
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トラブルシュート
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｢作動確認｣完了後、取りはずした部品を元通りに復元する。
■バッテリー復元時の注意事項

復元作業

バッテリー復元作業終了後に、車両システムによっては初期化が必要な場合があります。車両修理書を参考

に初期化作業を行ってください。

（車両システムの初期化には、GTS+ 等のツールが必要な場合があります。）

配線図
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仕　　　　　様

公　　 称　　電　 　圧 12V

電　　　　　　　　　流 50mA 以下

作　動　電　圧　範　囲 10 ～ 14.5V

使　用　温　度　範　囲 － 30 ～＋ 80 ℃

保　存　温　度　範　囲 － 40 ～＋ 85 ℃

仕様
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・車両、製品の仕様などの変更により本書の内容と一致しない場合がありますのでご了承ください。

発行年月　2018年12月

改訂年月　2026年 7月


	品番
	構成部品
	用語の定義
	取り付け上の注意事項
	取り付け概要
	取り付けに必要な工具
	取り付け要領
	１． バッテリーの（－）端子取りはずし
	２． 車両部品の取りはずし
	３． バックブザー本体の取り付け
	４． 配線作業
	５． 既設グロメットの取り付け確認

	最終確認
	１． 取り付けの確認
	２． 作動確認

	トラブルシュート
	復元作業
	配線図
	仕様


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Helvetica
    /Helvetica-Bold
    /Helvetica-BoldOblique
    /Helvetica-Oblique
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Courier
    /Courier-Bold
    /Courier-BoldOblique
    /Courier-Oblique
    /Symbol
    /Times-Bold
    /Times-BoldItalic
    /Times-Italic
    /Times-Roman
    /ZapfDingbats
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 266
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 2.40
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 266
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 2.40
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN ()
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
  /SyntheticBoldness 1.000000
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


